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厚
生
年
金
基
金
、
確
定
給
付
企
業
年
金

（
Ｄ
Ｂ
）、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ

Ｃ
）
が
あ
る
。
中
小
企
業
向
け
と
い
う

こ
と
で
は
、
退
職
金
の
保
全
と
い
う
位

置
づ
け
で
設
立
さ
れ
た
中
小
企
業
退
職

金
共
済
が
代
表
的
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
年
金
制
度
の
概
況
は
、
図
表
１
で
示

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

厚
生
年
金
基
金
は
、
昨
年
６
月
に
成

立
し
た
「
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
今
年
の
４
月
か
ら
、「
新
設

が
認
め
ら
れ
な
い
」「
５
年
間
の
時
限

措
置
と
し
て
特
例
解
散
制
度
の
見
直
し

（
代
行
割
れ
基
金
の
早
期
解
散
）」「
上

乗
せ
給
付
の
保
全
の
た
め
、
他
の
企
業

年
金
等
へ
の
移
行
に
つ
い
て
特
例
を
設

け
る
」
な
ど
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

　

厚
生
年
金
基
金
の
多
く
が
解
散
に
向

か
う
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
厚
生
年
金

基
金
の
加
入
者
に
は
少
な
か
ら
ず
痛
み

が
伴
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
２
０
１
２

年
３
月
31
日
に
廃
止
さ
れ
た
適
格
退
職

年
金
の
受
け
皿
（
移
行
先
）
と
し
て
創

設
さ
れ
た
。〝
確
定
給
付
〞
と
い
う
こ

と
で
制
度
発
足
時
に
従
業
員
の
同
意
を

得
や
す
い
こ
と
、
確
定
拠
出
年
金
と
は

異
な
り
制
度
移
行
時
に
積
立
不
足
を
引

き
継
げ
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
大
企

業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
年
金
受
給
権
の
保
護
の
観

点
か
ら
、
年
１
回
の
財
政
検
証
、
５
年

に
１
回
の
財
政
再
計
算
を
求
め
ら
れ
、

運
用
環
境
が
悪
化
し
て
積
立
金
が
不
足

し
た
際
に
は
、
企
業
が
穴
埋
め
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
退
職
給
付
会
計
に
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
を
検
討

す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
型
確
定
拠
出

年
金
で
あ
れ
ば
、
企
業
は
年
金
資
産
の

財
政
検
証
を
行
う
必
要
は
な
い
。
た
だ

し
、
企
業
は
従
業
員
に
対
し
て
一
定
の

教
育
（
投
資
教
育
等
）
の
義
務
は
負
う

こ
と
に
な
る
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
は
、「
い
く

ら
掛
け
た
ら
、
い
く
ら
も
ら
え
る
」
と

い
っ
た
わ
か
り
や
す
さ
も
あ
り
、
導
入

す
る
中
小
企
業
が
増
え
て
き
た
。
し
か

し
、
一
昔
前
と
比
べ
る
と
予
定
運
用
利

回
り
が
低
下
し
た
こ
と
も
あ
り
、
メ
リ

ッ
ト
は
薄
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
予
定

運
用
利
回
り
が
下
が
る
と
、
基
本
退
職

金
部
分
が
変
動
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

ま
た
、
従
業
員
が
早
期
に
退
職
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
掛
金
総
額
を
下
回
る
金

額
し
か
払
わ
れ
な
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。

老
後
の
所
得
保
障
制
度
と
し
て

企
業
年
金
の
重
要
度
が
増
す

　

確
定
拠
出
年
金（
日
本
版
４
０
１
k
）

は
、
２
０
０
１
年
10
月
に
、
公
的
年
金

を
補
完
し
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
自
己
責
任
を
原
則
と
し
た
新
し

い
タ
イ
プ
の
年
金
制
度
と
し
て
導
入
さ

れ
た
。

　

会
社
が
掛
金
を
拠
出
す
る「
企
業
型
」

確
定
拠
出
年
金
は
、
２
０
１
２
年
３
月

末
で
廃
止
さ
れ
た
適
格
退
職
年
金
な
ど

他
の
制
度
か
ら
の
移
行
を
中
心
に
導
入

す
る
企
業
が
増
え
続
け
、
現
状
、
加
入

者
数
で
４
９
７
万
人
（
平
成
26
年
５
月

末
・
速
報
値
）、
実
施
事
業
主
数
１
万

８
６
７
５
社
（
平
成
26
年
６
月
末
）
と

な
っ
た
。

　

公
的
年
金
の
役
割
が
縮
減
さ
れ
つ
つ

あ
る
中
、
老
後
の
所
得
保
障
制
度
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
今
後
そ
の
重
要
性
が
高

ま
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
10
月
か
ら
の

「
掛
金
の
拠
出
限
度
額
の
引
上
げ
」
な

ど
の
改
正
点
も
含
め
、
Ｆ
Ｐ
と
し
て
押

さ
え
て
お
き
た
い
確
定
拠
出
年
金
の
仕

組
み
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
導
入

方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
選
択
制
確
定

拠
出
年
金
」
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

積
立
金
が
不
足
し

制
度
の
見
直
し
を
図
る
企
業
も

■
各
企
業
年
金
等
の
現
状

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
を
補
完
す
る
企
業
年
金
制
度
に
は
、

図表１　各企業年金制度等の概況
確定給付型 確定拠出型

厚生年金基金
（昭和41年創設）

確定給付企業年金
（平成14年創設）

確定拠出年金企業型
（平成13年創設）

中小企業退職金共済
（昭和34年創設）

加入
者数

396万人
※平成25年３月末時点
（平成26年８月１日時点
の現存基金において）

788万人
※平成26年３月末時点

497.1万人
※平成26年５月末・速報値

約328万人
※平成26年５月末時点

件数

509（基金数）
・単独型＋連合型：58
・総合型：451
※平成26年６月１日現在

9.9万事業所
※平成25年３月末時点
（平成26年８月１日時点
の現存基金において）

14,147（件数）
・基金型：600
・規約型：13,547
※平成26年８月１日時点

4,460（承認規約数）
18,675（実施事業主数）
※平成26年６月末時点

361,840社
※平成26年５月末時点

掛金 基金のルール 基金型：基金のルール
規約型：会社のルール

拠出限度額（月額）
・企業年金なし：

51,000円
・企業年金あり：

25,500円
※平成26年10月１日以
降、引き上げられる。

5,000円～30,000円の
16段階。
増額・減額変更可。
掛金の減額には従業
員の同意が必要。

給付
時期

・一時金：退職時
・年金：基金のルール

・一時金：退職時
・ 年金：原則、60～

65歳の範囲の決め
た年齢

原則、60歳以降 退職時

厚生労働省、企業年金連合会、独立行政法人勤労者退職金共済機構の公表資料等に基づき筆者が作成

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ⓡ
認
定
者
・
Ｄ
Ｃ
マ
イ
ス
タ
ー

大
倉
修
治

こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
る

確
定
拠
出
年
金
の
キ
ホ
ン

2014年10月１日から拠出限度額引上げ！

確定拠出年金における
ＦＰの役割を再考する
企業へアプローチするヒントと従業員への投資教育のポイント

が2014年10月１日より始まります。引上出年 まり引上げがががががが 月１日より始ま１日2014年102014年10月0月0月0月2222年金の拠年出年 より始拠出拠出出の拠 の引上げ引上げ 日よ月１日 ります。引上始まり 上上り企業業型確定拠出年出定拠出定拠出 げが2 0月出限度額の引の度額の度額の
げ額は、ほかの企業年金がない場合で月4,000円と、一見少ないように見えます。しかし、企業年金業年金企企業 合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合で月4,000合で月4,00000合合 いように見いよ円と、一見少円と、一見少な少な円円業年業年業年業年業年金がないいがながない場い場がなが で月4,0月4,0 ようないない 見えます。しかし見えま見 ます。ます。げ額は、ほかの企業のほかほかほかははははは、ほかの企業のの企の企 場合場合場合場合合場い場合合場合合で合で
企業年金は長期間の運用が前提となるため、拠出額の引上げ額は、老後資金準備に大きな提提提提提提提前提前提前提前提前提前提前提前提前提前提前提前提がががが前が前が前が前がががが用が用が用が用が用が用が運用が運用が運用が運用が運用運用運用運用の運用の運用の運用の運用の運用の運用の運用の運用間の運用間の間期期 引上上額の出額のためたためためたた 拠拠拠 老後老後老後老後老後老後後引の引引引引引引 げげげ用が用が用が用がが運用運用がが前が前提と提とが るため、るため、 は、げ額げ額 備ににに きな大きなきなきな金準備に大きな金準資金資金準備準備企企業企業企企業年金は長期長期は長は長長長ははは長期年金は年金は 期間期間の 前 たたなるたなるた前提前前提と提提提 なとなととなるたなるた
影響を与えます。そこで、本特集では、老後資金準備アドバイスの一環として行う企業型響響響響響を響を響を響を響を響を響を響を響をををを与えまを与えまを与えまを与えまを与えまを与えまを与えまを与えまを与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えま与えまえまえまえまえええええ 本特本特本特本特本特本本で、で、で、で、で、で、で、で、で、で、こで、こで、こで、こでこでこでこでこでこでそこでそこでそこでそこでそこでそこでそこそこそこそこそこそそそそそそそそす。ますます。 イスの 環としイスの 環としイスの 環としイスの 環としスススススススススの一環スの一環スの一環スの一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環の一環一環一環一環一環環環環準備ア準備ア準備アド準備アド準備アド準備アド準備アド準備アド備アド備ア備ア備備集集集集集集で集で集ででは、は、は、 金準備金準備老では、では、 資老後資後資後資老老 しイスイスイスの一イスの一環としし環としのの一一一一環ア備金準備金準備アアドバアドバイ準備準備準備アドバドバアドバアドバ備アアア特特、本特、本特そこでそそこでそこそこそこ 、で、でで、本本特集では特集ではは、老後資は、老後資 スドバイドバイ う行うう行う行う企業としとして行して行与を与与与与与響を す響を響を響を与 すますを与を与えまえまええ す そす そこ
確定拠出年金の導入提案や従業員への投資教育について解説します。金金 案や従業案案提案提案提案提案提案提案提提提提提提提の導入提の導入提金の導金の導入定拠出年定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年金定拠出年定拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出年拠出出 すすすますますますますますますすすすすすて解いて解ついて解ついて解説ついて解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説しについて解説しについて解説しについて解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説について解説ついて解説ついて解説ついて解説ついて解説ついて解説ついて解説ついて解ついて解ついて解ついて解ついて解ついて解いて解いて解いて解いて解いて解いてて投の投資への投資への投資教への投資教員への投資教員への投資教員への投資教員への投資教育員への投資教育員への投資教育業員への投資教育業員への投資教育業員への投資教育業員への投資教育業員への投資教育業員への投資教育員への投資教育員への投資教育員への投資教育員への投資教育員への投資教員への投資教員への投資教員への投資教員への投資教員への投資教への投資教への投資教への投資教への投資への投資の投資の投資の投資の投資の投資投投投投資 育にへへ 育育投投資 いていて 説しにに 説説しいていてやややや 。出出出年金の出年金の確定拠出確定拠出年金年金出年金確定確定確定拠確定拠出出出出年金

　企業型確定拠出年金の拠出限度額の引上げが2014年10月１日より始まります。引上
げ額は、ほかの企業年金がない場合で月4,000円と、一見少ないように見えます。しかし、
企業年金は長期間の運用が前提となるため、拠出額の引上げ額は、老後資金準備に大きな
影響を与えます。そこで、本特集では、老後資金準備アドバイスの一環として行う企業型
確定拠出年金の導入提案や従業員への投資教育について解説します。
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